
櫻井 利夫
なにをもって不特定多数というか、これは正に見解の相違以外の何ものでもない。全国の電気需要家を不特定多数でなく特定の者と考える役人の頭脳構造を疑う。非常に単純に物事を類別化し、実態を知らない者が書類の文言をのみいじくり回して判断をするという、俗にいうお役所仕事である。



櫻井 利夫
監事は理事格のため、理事１１名中１名は監事に当てられていると説明済みであるが、しかも書類は１１人分の提出をしてあるが、官僚の目から見ると１０人分しか見えないそうである。

櫻井 利夫
行政不服審査法なるものは、完全なザル法であり、こんなものは廃止した方がましであると考えます。なぜなら、所轄官庁の決定に対して、その同じ所轄官庁に異議申し立てをしても、結論ははじめから分かっている。




